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　実は、自分が 10 歳の時に 20 歳の半分の歳というこ












































































































































































































































































































































































































　21 年間色々なことがあったけれど、ここで 1 度整理
して自分のことを見つめなおせたことは本当に良かっ
た。今回見えてきたことをこれからの自分の力にして
生きていきたい。
２．みんなの人生や今感じていることを知れた
　　　　　　　　　　　　　　　　～授業を受けて～
　社会教育演習を受講して良かったことは、みんなの
これまでの人生や今感じていることを知れたことだと
思う。興味を持っていたもの、出会った人やもの、ぶ
つかった壁のこと、本当にさまざまなことを知った。
　自分が今気になっていることを考えて共有すること
からはじまり、そのときから思っていることはみんな
違った。だから興味を持つ視点も色々あるのだなと気
づいた。
　そして、それぞれ人生は全然違うけれど、みんなと
やり取りをしていくうちに共通点や類似点があるとい
84
うことを学んだ。同じ習い事をしていたり、同じもの
にハマっていたり、似たような経験をしていたり、似
たような経験をしていたり、似たような悩みを持って
いたりと共通点があって嬉しかった。自分だけが悩ん
でいるわけでもなく、自分だけが苦しいわけでもない。
そのことを実感できただけでもこの授業を受けて良
かったと思う。
３．自分を全部認めてあげることで全ての経験が力に
　　変わる～自分史を書く意義～
　自分史を書くことには自分が自分を知ることに意義
があると考える。自分史を書くためには自分を知らな
ければならない。自分を知るためには自分の自信のあ
る部分も嫌な部分も含めてすべて認めなければならな
い。自分を全部受け止めて認めてあげることは簡単な
ことではないと思う。認めたくない部分もあるし、振
り返りたくない経験もあるかもしれない。
　しかし、1 度そういったこととも向き合ってしまえ
ば、そんな自分でもいいかもしれない、自分は自分で
いいかもしれないと思えるようになる気がする。それ
によって、すべての経験が自分の力に変わると感じる。
今まで見てこなかった自分や意識してなかった自分を
見つめなおすことで、新しい自分を知ることができる。
言い換えると、自分でも知らなかった自分が見えてく
る。それはとても面白いことだと思う。とことん自分
と向き合って新しい自分に出会うべきだ。
　それらのことから、自分史は自分を知るために重要
な意義があると思う。
自分の過去がすっきり整理され
心がスカッとしたような気分
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
１．心がスカッとしたような気分～自分史を書いた感
想
　初めは、後に就活の自己分析をするときに役立つと
聞いていたので、やってみて損はないだろう、程度の
気持ちで書き始めた。
　私の人生はたぶん、他の人と違うストーリーとなる
だろうと思っていたため、書くのにはネタに困らない
だろうと考えていた。ところが、実際に書いてみると、
ネタには確かに困らなかったが、人生にあった出来事
が多すぎて、ストーリーとしてまとめ、成り立たせる
ことがとても難しかった。また、自分の経験を、記憶
だけに頼って書き続けると、後から家族から別の情報
が出てきたり、記憶が間違っていうところがあったり
ということがあった。
　自分がこう生きてきた、と思っていた記憶と異なる
ものに気づき、分かっているつもりになっていた自分
の人生にも新たな発見があった。
　自分史を書き終えてまず感じたものは達成感だった。
これほど長い文章を書いたのは大学生活のなかで初め
てである。時間もかかり、他の課題と並行しながら進
めることはなかなか大変だったが、今は自分の過去が
すっきり整理され、心がスカッとしたような気分になっ
た。他の人の発表を聞く中ではメンバーの新たな発見
があったほか、自分史を書き上げたことで自分自身の
価値観も明確になったように感じる。初めは面倒だと
感じていたが、それよりも今は書いてよかった、とい
う気持ちの方が強い。社会に出る前の大学生の時点で、
こうしてゆっくり自分の人生を振り返る時間が作れた
ことにとても嬉しく思う。
２．どんな人生も考え方も受け止めてもらえたこと、
　　学生同士で深くまで相手を知る経験ができたこと
　　～授業を受けての感想～
　初めにこの授業を履修しようと思った時は、ただ学
部のゼミの先生の授業だからとろう、と考えていただ
けだった。なんとなく自分史を書くことは知っていた
のだが、正直に言うと、少し面倒だと思っている節も
あった。
　しかし、授業を一通り終えた今は、この授業を受け
ることができてよかった、と感じている。他の大学に
はない、キャリアデザイン学部に入学したからこそ受
けられた授業だし、加えて、S 先生が先生だったから
こそ成り立つ授業だと思う。先生の優しいお人柄で、
どんな人生も考え方も受け止めてもらえたことや、学
生同士で深くまで相手を知るという経験ができたこと
は、今後の人生においても大きな糧となるだろう。
３．過去の自分の人生と価値観を整理することで、
　　今後どんな選択をし、どう生きていくかを考える
　　ときのヒントを得られる～自分史を書く意義～
　私にとって自分史を書くことの意義とは、今後社会
に出て新たなキャリアを設計していく将来を見据え、
その前にこれまでの自分の人生を整理するところにあ
るのではないかと考える。
　自分史を書くにあたり、「今気になっていること」か
ら始めると、今の自分は過去の自分の考え方の積み重
ねで出来ているということがわかった。これは、今後
の人生でも同じであると思う。21 歳の今の自分が考え
ていることは、更に数十年経った未来の自分が「今気
になること」に出てくるかもしれない。
　こうして過去の自分の人生と価値観を整理すること
で、今後の人生で私がどんな選択をし、どう生きてい
くかを考えるときのヒントを得られるのではないかと
思う。
　そして、学生から社会人へ、という大きなキャリア
の転換期にある今だからこそ、一度立ち止まり、これ
85
までの人生を振り返って整理することが重要になるの
ではないだろうか。自分史を書き上げたことで、自分
史の意義はこうした点にあるのではないかと思えるよ
うになった。
　また、就活のための自己分析として使えるというこ
と以上に、「あの時、自分史を書いておいてよかった」
と思える時がいつか来るのではないかと、今はなんと
なく思っている。
自分の芯に気付けること
～自分史を書く大きな意義～
文学部心理学科 2 年
　
１．「楽しそうだな」と思ったスタート
　自分史を書く、と言われて、はじめ思ったのは、楽
しそう、ということと、20 年しか生きていないのに自
分史なんて、ということだった。
　自分の人生には、自分にとって意味のある出来事は
あっても文章化するほど大きな挫折、ドラマはないと
思っていたし、いろいろなことはつながりを持たない
出来事で、それが何となく固まって自分になっている
と感じていた。だから、内容を精査していくというよ
りは、個々で自分の半生を羅列していく作業的なこと
だと思っていて、通年で取り組む必要性に気付けてい
なかった。
　だが、「今自分が気になっていること」について前期
をつぶすほど深めたり、グループに分かれて個々のこ
とを共有し、意見しあったりというプロセスを踏むこ
とで、自分で理解しきれていなかった、過去の出来事
への影響に気付けたり、言葉にしたくなかった、避け
ていた過去に直面することもあった。
　それはグループワーク形式で、聞き手がいる状態で、
お互いに腹を割って話すからこそできたことで、自分
史を授業で書くからこそ得られたことだったと思う。
みんなでアイスを食べながら、砕けた環境で話をして
いると、気を張らないで話を聞けるためよかった。
　また、自分とは違う経験をして生きてきた人の話を
聞いても自分と被ることはあると気付けたのは勉強に
なった。授業外で、分かり合えないと思っている人と
もきっと共通点はあるのだろうなと感じた。人の話を
聞いた後に自分の話をすると、自分の人生も客観的に
見ることができ、冷静に自分のキーポイントを見返す
こともできた。
２．20 年は結構重みがある～自分史感想～
　実際に書いてみると、わかったつもりだった自分の
こともよくわかっていなかったことに気付いた。自分
が見ないようにしていたつらい時期も、書いてみると
数行で終わる程度のことで、意外と乗り越えられてい
たり、自分が受け入れたと思っていたことが意外と、
今文章化しているだけで心を乱される経験であったり
もした。
　また、自分が幼いころの経験で、忘れていたことで
も、意外と自分の考えの根幹になっていたこともあり、
書かないと気付けないことも多いのだと感じた。
　そして、年表を作って感じたのは、自分が何となく
生きてきた 20 年は結構な重みがあるということだ。
自分の入学、卒業した年と、そこで流行った映画を並
べて書いてみると、つい最近だと感じていた自分の高
校入学も、その時にやっていた映画は結構前な印象が
あったり、生きている時間間隔は実際の感覚とずれて
いたりすると気付いた。
　この 1 年間で自分史を完璧に詰められたとは思わな
いが、いろいろな方法でいろいろなことに気付けたい
い機会になった。
３．自分の芯に気付けること
　　　　　　　　　　　　　　～自分史を書く意義～
　自分の芯に気付けることが、自分史を書く大きな意
義だと思う。
　私は普段から自分に「芯」がないと感じていた。そ
れは人に適応できるということだからいいことでもあ
るけど、就職活動を迎える、また大人になる 20 歳を
迎えるうえで心もとなさを感じていた。
　今回自分史を、「痩せたい」という書き出しから「自
信を持ちたい」という結論に向かって書いたが、この
結論は、自分が、1 人で生きていけるほど強くはない
けど、承認欲求は強い、という性格に気付かせてくれ
るきっかけになった。はじめはこんな結論に至る予定
はなかったが、先生や一緒に自分史を書いたゼミの皆
さんによって気付けた自分の芯は、仕事を選ぶうえで、
また自分がいろんなポジションで仕事をするうえで、
自分の精神的に健康に、充実して生きていくための大
きなヒントになった。
2017 年度　社会教育演習　自分史集扉
